
 

 

  

2 月 23 日-3 月 1 日 

イザヤ 38-40 章  

4 番の歌と祈り | 開会の言葉（1 分） 大谷優志｜田中克彦 

神の言葉の宝 

古代イスラエルの羊飼いが羊を優しく抱き締めている。  

1. 「神は羊飼いのようにご自分の群れを世話する」（10 分） ⾧谷川瑛一 

エホバは聖書を書かせ，保存させることによって，私たちがエホバと親しくなれるようにしてく

れた。（イザ 40:8。塔研 23.02 2-3 ページ 3-4 節） 

私たちを優しく世話してくれる。（イザ 40:11。近 68 ページ 7 節） 

私たち一人一人のことをよく知っていて，問題を乗り越えられるよう助けてくれる。（イザ 

40:26-29。塔研 18.01 8 ページ 4-6 節） 

  

じっくり考えてみよう イザヤ 40 章 11 節に描かれている

羊飼いについて読むと，エホバに対してどんな気持ちに

なるだろうか。 

 

2. 宝石を探し出す（10 分） 有川聖七 

イザ 40:3 荒野で叫ぶ声がする。 「エホバの道を整えよ*！ 私たちの神のために，砂漠を通る真っ

すぐな街道を造れ。 

この言葉は西暦 1 世紀にどのように実現したか。（イ-1 400 ページ 7 節）この預言の成就は，西

暦前 6 世紀に生じた回復だけではありませんでした。西暦 1 世紀にも成就があったのです。イザ

ヤ 40 章 3 節の成就として「荒野で叫んでいる」だれかの声とは，バプテスマを施す人ヨハネのこ

とでした。（ルカ 3:1-6）ヨハネは霊感のもとに，イザヤの言葉を自分自身に当てはめました。

（ヨハネ 1:19-23）西暦 29 年，ヨハネはイエス･キリストのために道を備え始めました。 ヨハネが

行なった事前の宣言は，約束のメシアを待ち受け，次いでメシアに聴き従うよう民の注意を喚起

しました。（ルカ 1:13-17，76，77）エホバはイエスを用いて，悔い改めた人々を，神の王国だけ

がもたらし得る自由，つまり罪と死への束縛からの解放へと導き入れることになっていました。

（ヨハネ 1:29; 8:32）イザヤの言葉は，霊的なイスラエルの残りの者が 1919 年に大いなるバビロ

ンから救出されたことと，真の崇拝へと回復したことにおいて，より大規模な成就を見ました。 

今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。(38:19)「生きている人こそあなたを賛美できます。」

とは命が与えられていることの素晴らしさや人生の意義を簡潔に表現しています。今エホバを賛



 

 

美できる大切なことの一つは、自分の子供たちも含め隣人にエホバの真実さを教えること。私た

ちの人生の意味や幸福とも関係している宣教をこれからも大切にしてきたい。 

3. 聖書朗読（4 分）イザ 40:21-31（教励 第 11 課） 米山英行 

野外奉仕に励む 
4. 会話を始める 中田由美 愛込 4-3 柴田まり子 

（2 分）日常生活で。最近の集会で学んだことについて，自然な会話の中で話せるよう工夫す

る。（愛込 レッスン 4 ポイント 3） 

5. 会話を始める 大坂典子 愛込 4-4 金刺由里子 

（2 分）日常生活で。聖書を教える活動をしていることについて，自然な会話の中で話せるよう

工夫する。（愛込 レッスン 4 ポイント 4） 

6. 再び話し合う 田中弘子 愛込 7-5 小島奈帆美 

（2 分）家から家で。（愛込 レッスン 7 ポイント 5） 

7. 教えて育てる ⾧谷川真穂 愛込 11-3 高橋節子 

（5 分）暮 レッスン 18 まとめ，復習，次のステップ。「見てみよう」の資料を使って一緒に考

え，エホバの証人の間に見られる愛にもっと魅力を感じてもらえるようにする。（愛込 レッスン

11 ポイント 3） 

クリスチャンとして生活する 
160 番の歌 

8. 奉仕年度の報告（15 分）討議。 竹林直毅 

初めに，奉仕年度の報告に関する支部からの発表を読む。聴衆に下の質問をして，「2025 奉仕年

度の報告 エホバの証人の世界的な活動」の励みになった点についてコメントしてもらう。この 1

年の間に宣教で励みになる経験をした伝道者を何人か選んでおき，インタビューする。 

  

Based on NASA/Visible Earth imagery 

 2025 年も，エホバの証人は一生懸命に家から家に伝道し，聖書レッス

ンを行った。 

(前年比増加率) 

・他の 35の国や地域 1.6％＋ 

・241 の国や地域 2.5％＋ 

 

 「2025 奉仕年度の報告」のどんな点が印象に残りましたか。 

9. 会衆の聖書研究（30 分）大 レッスン 64-65  吉田忍｜梅原直行 

閉会の言葉（3 分） | 161 番の歌と祈り 水品安章 

 


